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美
化
推
進
指
導
員
を
紹
介
し
ま
す

都
留
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
都
留
市
内
に
4
0
名
の
美
化
推

進
指
導
員
さ
ん
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
化
推
進
指
導
員
の
役
割
は
、
不
法
投
棄
・
ご
み
の
散
乱
・
野
焼
・
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導
・
監
視
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
都
留
市
内
の
瑠
璃
保
全

の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
員
役
員
改
選

4
月
7
日
、
谷
村
第
一
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
都
留
南
消
防
団
員

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
次

の
方
々
が
役
員
と
な
り
ま
し
た
。

菜
種
分
団

副
分
団
長

本
部
員

各
部
長

各
地
区
の
美
化
推
進
指
導
貴
名

土
谷
地
区

古
屋
賢
一
・
蛭
間
博
路
・
高
橋
　
毅

重
森
　
博

中
谷
地
区

猪
狩
真
三
・
村
松
繁
一
・
鶴
田
　
武

石
井
富
士
男

下
谷
地
区

小
林
　
憲
・
酒
井
睦
夫
・
森
島
辰
則

遠
藤
　
亨

三
吉
地
区

志
村
興
治
・
志
村
久
夫
・
横
山
石
造

三
井
重
樹

閑
地
地
区

志
村
　
充
・
小
池
照
男
・
梶
原
正
明

曽
根
芳
男

東
桂
地
区

中
野
嘉
一
・
佐
藤
雌
雄
・
高
山
　
淳

天
野
正
夫
・
山
口
恒
蔵

宝
地
区
佐
藤
之
鳴
・
重
囲
良
治
・
奥
秋
智
也

渡
辺
　
茂
・
小
林
建
作

来
生
地
区

上
野
祐
三
・
平
井
幸
威
・
小
林
　
光

今
野
正
蕾
・
小
俣
　
健

盛
里
地
区

清
水
勝
久
・
清
水
辰
雄
・
朝
田
健
一

西
依
三
徳
・
城
之
内
義
一

来
生
分
団

各
部
長

宝
分
団

分
団
長

副
分
団
長

本
部
員

各
部
長

新
田
　
実

亀
田
正
光

山
口
裕
一
、

志
村
浩
一
、

佐
藤
　
誠
、

滝
口
忠
則
、

原
田
慎
一
、

近
藤
千
洋
、

長
田
正
史

三
浦
忠
一

藤
崎
光
弘
、

中
野
和
彦
、

鈴
木
正
道
、

佐
藤
和
弘
、

佐
藤
浩
明

勝
俣
正
弘
、

岡
部
忠
男
、

関
口
忠
泰

望
月
清
治

土
屋
富
士
夫
、
園
田
敏
也
、

前
田
雄
大
、
内
藤
明
則
、

一
般
交
通
指
導
員
を
紹
介
し
ま
す

山
梨
県
及
び
都
留
肩
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
一
般
交
通
指
導
員
8
名
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。
地
域
や
各
種
催
し
物
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
に
交
通

竪
堀
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
員
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

任
期
4
月
1
日
か
ら
2
年
岡

上
谷
地
区
　
　
　
　
下
谷
地
区

酋
根
貞
治
　
　
　
　
山
本
武
弘

一
－
三
回
地
区
　
　
　
　
閑
地
地
区

幡
野
美
好
　
　
　
　
小
林
敬
芳

棄
権
地
区

清
水
政
雄

禾
生
地
区

内
藤
季
行

宝
地
区
前
田
　
章

盛
里
地
区

橋
本
恒
三

副
団
長
　
　
伊
藤
雄
一

谷
村
第
二
分
団

分
団
長
　
　
酒
井
直
行

副
分
団
長
　
外
川
英
敏
、

本
部
員
　
　
佐
野
竜
一
、

各
部
長
　
　
奥
秋
正
弘
、

秦
　
克
明
、

角
田
正
彦
、

佐
藤
利
明
、

近
藤
正
一
、

金
子
忠
史

谷
村
第
二
分
団

各
部
長
　
　
高
都
知
事
、

志
村
高
男
、

小
川
貴
臣
、

古
屋
昭
光
、

南
部
知
行
、

原
口
芳
明

高
鳥
裕
二

松
島
秀
光
、

兼
子
達
也
、

伊
藤
哲
也
、

猪
的
正
昭
、

鈴
木
英
男
、

鈎
特
賞
則
、

生
田
浩
司
、

小
林
栄
作
、

重
森
幹
二
、

奥
脇
和
博

奥
秋
　
久

盛
里
分
団

各
部
長
　
　
原
曲
　
誠
、
臼
井
邦
春
、

小
幡
政
広
、
日
向
由
光

地
震
防
災
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
都
留
市
で
は
毎
年
6
月
に
地
震
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
6
月
2
日
（
‖
）
に
訓
練
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
震
防
災
訓
練
の
概
要

地
震
発
生
か
ら
災
害
応
急
対
策
の
実

施
な
ど
、
一
連
の
対
応
が
真
に
機
能
す

る
よ
う
に
市
、
消
防
団
が
実
践
的
な
訓

練
を
し
ま
す
。

訓
練
時
間

午
前
8
時
か
ら
1
0
時
ま
で

（
地
震
発
生
時
刻
を
午
前
8
時
に
想

定
し
、
防
災
無
線
を
合
図
に
訓
練
を
開

始
す
る
）

主
な
訓
練
内
容

都
留
市
職
員
非
常
参
集
訓
練
、
災
害
対
策
本

部
設
置
・
運
営
訓
練
な
ど

消
防
本
部
及
び
消
防
団

初
動
体
制
訓
練
な
ど

地
震
防
災
訓
練
へ
の
参
加
の
お
願
い

地
鷲
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
の
心
構
え
が
大
切

で
す
。
自
主
防
災
会
、
学
校
、
事
業
所
、

家
庭
に
お
い
て
、
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
、
話
し
合
い
な
ど
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

間
合
先
　
総
務
課
　
行
政
防
災
担
当


